
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】エアゾール容器の底部側に取り付けられたガス

抜き用治具が不注意や悪戯などを原因に使用されること

により、エアゾール式製品が不用意にガス抜きモードに

移行してしまうことを防止し、容器内容物の効率的利用

を図る。

【解決手段】ガス抜き用治具は、エアゾール容器１の底

部１ｂと脱着可能な外側部材４ａと、これと分離可能に

一体化している内側部材４ｃと、で構成されている。ガ

ス抜き時には、まずガス抜き用治具をエアゾール容器１

の底部１ｂから取り外し、その後外側部材４ａから引き

裂くなどして分離した内側部材４ｃをマウンティングキ

ャップ２に係合させる。これにより内側部材４ｃの鞘状

部４ｍがステム３を押下げたままとなり、連続作動モー

ドになる。ステム３から放出された内容物は溝状部４ｎ

を通って外部空間に放出される。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ア ゾ ー ル 容 器 の 底 部 側 に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ 、 使 用 時 に は 、 当 該 底 部 側 か ら 外 し た
状 態 で 当 該 容 器 の 他 の 部 分 に 設 定 さ れ る こ と に よ り バ ル ブ 機 構 の ス テ ム を 作 動 モ ー ド 対 応
位 置 に 保 持 す る た め の 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 に お い て 、
　 前 記 底 部 側 と 取 り 外 し 可 能 な 形 で 係 合 す る 外 側 部 材 お よ び 、 分 離 可 能 な 形 で こ れ と 一 体
化 し て い る 内 側 部 材 か ら な り 、
　 前 記 内 側 部 材 は 、
　 前 記 外 側 部 材 か ら 分 離 し て 前 記 他 の 部 分 に 設 定 さ れ 、 こ の 設 定 状 態 で 前 記 ス テ ム を 作 動
モ ー ド 対 応 位 置 に 押 圧 保 持 し 、 か つ 、 当 該 ス テ ム の 流 出 口 を 外 部 空 間 に 連 通 さ せ る 機 能 を
持 つ も の で あ る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 内 側 部 材 は 、
　 前 記 設 定 状 態 に 移 行 す る 途 中 、 前 記 ス テ ム を 押 圧 し て 作 動 モ ー ド 対 応 位 置 に 移 動 さ せ る
押 圧 駆 動 部 と 、
　 前 記 設 定 状 態 で 前 記 容 器 に 保 持 さ れ る 被 保 持 部 と 、
　 前 記 設 定 状 態 で 前 記 流 出 口 を 外 部 空 間 に 連 通 さ せ る た め の 空 間 域 と 、 を 備 え て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 外 側 部 材 は 、 前 記 底 部 の 縁 部 分 と 嵌 合 す る 環 状 部 材 で あ り 、
　 前 記 内 側 部 材 は 、 前 記 押 圧 駆 動 部 お よ び 前 記 空 間 域 を 有 し て 前 記 設 定 状 態 で は 前 記 ス テ
ム の 流 出 口 側 に 被 さ る 形 と な る 、 鞘 状 部 分 を 備 え て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 を 備 え 、 か つ 、 噴 射 用 ガ
ス お よ び 内 容 物 を 収 容 し た 、
　 こ と を 特 徴 と す る エ ア ゾ ー ル 式 製 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ア ゾ ー ル 容 器 の 底 部 に 取 り 付 け ら れ る 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 な ど に 関
し 、 特 に エ ア ゾ ー ル 式 製 品 を そ の 連 続 作 動 モ ー ド 位 置 に 簡 単 ， 確 実 に 継 続 し て 保 持 で き る
、 す な わ ち エ ア ゾ ー ル 式 製 品 を ガ ス 抜 き 状 態 ま た は 内 容 物 連 続 噴 射 状 態 の 連 続 作 動 モ ー ド
に 設 定 で き る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 明 細 書 で は 、
・ 「 作 動 モ ー ド 」 の 語 を 、 操 作 ボ タ ン に 対 す る 利 用 者 の 噴 射 操 作 と い わ ば １ 対 １ の 対 応 関
係 に た つ 内 容 物 噴 射 状 態 （ エ ア ゾ ー ル 容 器 の バ ル ブ が 開 い て 容 器 内 部 と 外 部 空 間 と が 連 通
し た 状 態 ） を 示 す 意 で 用 い 、
・ 「 連 続 作 動 モ ー ド 」 の 語 を 、 利 用 者 の 噴 射 操 作 終 了 後 も そ の 操 作 ボ タ ン が そ れ ま で の 操
作 位 置 に 自 己 保 持 さ れ た ま ま と な っ て 、 噴 射 用 ガ ス ， 内 容 物 な ど が 続 け て 噴 射 さ れ る 連 続
噴 射 状 態 を 示 す 意 で 用 い 、
・ 「 静 止 モ ー ド 」 の 語 を 、 エ ア ゾ ー ル 容 器 の バ ル ブ が 閉 じ て 容 器 内 部 と 外 部 空 間 と が 連 通
し て い な い 状 態 を 示 す 意 で 用 い る 。 ま た 、 噴 射 用 ガ ス の こ と を 必 要 に 応 じ て 単 に 「 ガ ス 」
と い う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 な お 、 エ ア ゾ ー ル 式 製 品 の 連 続 作 動 モ ー ド が 設 定 さ れ た 場 合 、 容 器 内 容 物 を ま だ 使 い 切
っ て い な い と き は 内 容 物 連 続 噴 射 状 態 と な り 、 容 器 内 容 物 を 略 使 い 切 っ て い る と き は ガ ス
抜 き 状 態 と な る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 内 容 物 連 続 噴 射 状 態 と ガ ス 抜 き 状 態 と は も っ ぱ ら 用 途 上 の 違 い に す ぎ ず 、 エ ア ゾ ー ル 式
製 品 の 動 作 機 構 と し て は 、 こ れ ら 各 状 態 と も に ア ク チ ュ エ ー タ （ 操 作 部 材 ， ス テ ム な ど ）
が そ の 作 動 位 置 に 継 続 的 に 保 持 さ れ て い る も の で あ る 。 す な わ ち 当 該 状 態 の そ れ ぞ れ に お
け る バ ル ブ 機 構 な ど の 動 作 メ カ ニ ズ ム の 違 い は な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 般 に ガ ス 抜 き モ ー ド の 設 定 は 、 使 用 済 み エ ア ゾ ー ル 容 器 を 廃 棄 す る と き に 初 め て 必 要
と な り 、 ま だ 容 器 に 内 容 物 が 存 在 し て い る 通 常 の 使 用 段 階 で は 不 要 な も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の た め 、 ガ ス 抜 き モ ー ド や 内 容 物 連 続 噴 射 モ ー ド の 連 続 作 動 モ ー ド を 設 定 す る た め の
治 具 は 、 エ ア ゾ ー ル 式 製 品 の 通 常 の 使 用 段 階 で は 内 容 物 噴 射 動 作 の 障 害 と な ら ず 、 さ ら に
は 利 用 者 に と っ て い わ ば 目 障 り に も な ら な い 態 様 の も の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 連 続 作 動 モ ー ド の 設 定 操 作 自 体 は 本 来 の 利 用 者 が 簡 単 に 行 え る よ う に し 、 そ の 一
方 で は 不 注 意 や 子 供 の い た ず ら な ど で 連 続 作 動 モ ー ド に 設 定 さ れ て し ま う の を 少 し で も 防
止 で き る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 比 較 的 長 時 間 に わ た っ て エ ア ゾ ー ル 式 製 品 を 連 続 噴 射 モ ー ド に 設 定 す る 場 合 に 、
利 用 者 が そ の た め の 操 作 自 体 を 継 続 的 に 行 わ な く て も 済 む こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 多 く の 要 請 に 応 え る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 エ ア ゾ ー ル 容 器 の 底 部 に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ 、 使 用 時 に は 、 当 該 底 部 か ら 外 し た 状 態
で 当 該 容 器 の マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ な ど に 設 定 さ れ る こ と に よ り バ ル ブ 機 構 の ス テ ム を
作 動 モ ー ド 対 応 位 置 に 保 持 す る た め の ガ ス 抜 き 用 治 具 は 、 す で に 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の ガ ス 抜 き 用 治 具 は 、 通 常 の 製 品 状 態 で は エ ア ゾ ー ル 容 器 （ ス プ レ ー 缶 ） の 底 部 に 嵌
合 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 治 具 を 使 用 す る と き は 、 エ ア ゾ ー ル 容 器 の 底 部 か ら こ れ を 取 り 外 し て 容 器 上 部 の ス
テ ム 側 に 持 っ て い き 、 そ れ の 被 係 止 部 分 を マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ （ 巻 締 部 ） の 環 状 凹 部
分 に 係 合 さ せ て い る 。 な お 、 こ の 係 合 に 先 立 っ て 操 作 ボ タ ン （ キ ャ ッ プ ） を ス テ ム か ら 取
り 外 し 、 ス テ ム の 先 端 側 を 露 出 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の ガ ス 抜 き 用 治 具 と マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ と の 嵌 合 作 用 に よ り 、 エ ア ゾ ー ル 容 器 の
ス テ ム は 、 そ の 露 出 し た 先 端 側 部 分 が ガ ス 抜 き 用 治 具 の 挿 入 孔 に 入 り 込 ん で 下 方 に 押 圧 さ
れ た 状 態 、 す な わ ち ス テ ム 下 側 部 分 の 周 知 の バ ル ブ 作 用 部 が 「 開 い た 」 状 態 に 、 継 続 的 に
保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ の 結 果 、 容 器 本 体 の 残 留 内 容 物 や 残 留 ガ ス な ど が バ ル ブ 作 用 部 お よ び ス テ ム を 介 し て
外 部 空 間 に 噴 射 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ７ ７ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 の エ ア ゾ ー ル 式 製 品 の ガ ス 抜 き 用 治 具 の 場 合 、 エ ア ゾ ー ル 容 器 の 底 部 か ら 取 り 外 し
た も の を 、 そ の ま ま の 形 で 容 器 上 部 の ス テ ム 側 の マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ （ 巻 締 部 ） の 環
状 凹 部 分 に 係 合 さ せ る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ の た め 、 利 用 者 が 、 ガ ス 抜 き 用 治 具 を 取 り 外 し て そ の ま ま マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ に
係 合 さ せ る と い っ た 簡 単 な 操 作 で 、 つ い 不 用 意 に ガ ス 抜 き モ ー ド を 設 定 し て し ま う こ と や
、 子 供 な ど が 、 エ ア ゾ ー ル 容 器 の 上 下 に そ れ ぞ れ い わ ば 単 品 の 形 で 取 り 付 け ら れ て い る 操
作 ボ タ ン （ キ ャ ッ プ ） と ガ ス 抜 き 用 治 具 と を 遊 び 心 で 個 々 に 取 り 外 し て か ら 当 該 治 具 を そ
の ま ま マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ に 取 り 付 け て し ま う こ と な ど が 起 こ り や す い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ の 結 果 、 ま だ ガ ス 抜 き が 不 要 で あ る に も か か わ ら ず 、 不 用 意 に ガ ス 抜 き モ ー ド に 移 行
し て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 で は 、 通 常 は エ ア ゾ ー ル 式 製 品 の 容 器 底 部 側 に 取 り 付 け ら れ た ま ま で 、 使
用 時 に は そ こ か ら 取 り 外 さ れ る （ ガ ス 抜 き 状 態 や 内 容 物 連 続 噴 射 状 態 を 設 定 す る た め の ）
連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 を 、 こ の 容 器 底 部 側 と 取 り 外 し 可 能 な 形 で 係 合 す る 外 側 部 材 と
、 こ れ に 分 離 可 能 な 形 で 一 体 化 し て 使 用 時 に は 容 器 上 部 の マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ な ど に
係 合 す る こ と に よ り ス テ ム を そ の 作 動 モ ー ド 対 応 位 置 に 保 持 す る 機 能 を 備 え た 内 側 部 材 と
、 を 備 え た も の に し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 外 側 部 材 と 内 側 部 材 と か ら な る 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 を 用 い て い る た め
、 こ の 治 具 を 容 器 底 部 側 か ら 取 り 外 し て 例 え ば マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ に 係 合 さ せ て 連 続
作 動 モ ー ド へ 移 行 さ せ る 操 作 手 順 は 、 通 常 、 当 該 治 具 （ 外 側 部 材 ＋ 内 側 部 材 ） を 容 器 底 部
側 か ら 取 り 外 す 第 １ 段 階 と 、 そ の 後 で 内 側 部 材 を 外 側 部 材 か ら 分 離 す る 第 ２ 段 階 と を 含 む
こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 す な わ ち 本 発 明 で は 、 容 器 底 部 側 に 一 体 化 さ れ て い る 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 を 利 用
者 が 取 り 外 し て か ら 連 続 作 動 モ ー ド の 所 定 位 置 に セ ッ ト す る ま で の 操 作 手 順 を 増 や す こ と
に よ り 、 不 注 意 や 悪 戯 な ど で エ ア ゾ ー ル 式 製 品 が 不 用 意 に ガ ス 抜 き モ ー ド に 移 行 し て し ま
う こ と を 防 止 し 、 容 器 内 容 物 の 効 率 的 利 用 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 課 題 を 次 の 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 を 用 い て 解 決 す る 。
（ １ ） エ ア ゾ ー ル 容 器 の 底 部 側 （ 例 え ば 後 述 の 容 器 本 体 １ の 胴 部 １ ａ と 底 部 １ ｂ と の 巻 締
め 部 分 の 凹 状 部 ） に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ 、 使 用 時 に は 、 当 該 底 部 側 か ら 外 し た 状 態 で 当
該 容 器 の 他 の 部 分 （ 例 え ば 後 述 の マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ ２ ） に 設 定 さ れ る こ と に よ り バ
ル ブ 機 構 の ス テ ム （ 例 え ば 後 述 の ス テ ム ３ ） を 作 動 モ ー ド 対 応 位 置 に 保 持 す る た め の 連 続
作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 に お い て 、
前 記 底 部 側 と 取 り 外 し 可 能 な 形 で 係 合 す る 外 側 部 材 （ 例 え ば 後 述 の 外 側 部 材 ４ ａ ， ５ ａ ）
お よ び 、 分 離 可 能 な 形 で こ れ と 一 体 化 し て い る 内 側 部 材 （ 例 え ば 後 述 の 内 側 部 材 ４ ｃ ） か
ら な り 、
前 記 内 側 部 材 は 、
前 記 外 側 部 材 か ら 分 離 し て 前 記 他 の 部 分 に 設 定 さ れ 、 こ の 設 定 状 態 で 前 記 ス テ ム を 作 動 モ
ー ド 対 応 位 置 に 押 圧 保 持 し 、 か つ 、 当 該 ス テ ム の 流 出 口 を 外 部 空 間 に 連 通 さ せ る 機 能 を 持
つ も の で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具
（ ２ ） 上 記 （ １ ） に お い て 、
前 記 内 側 部 材 は 、
前 記 設 定 状 態 に 移 行 す る 途 中 、 前 記 ス テ ム を 押 圧 し て 作 動 モ ー ド 対 応 位 置 に 移 動 さ せ る 押
圧 駆 動 部 （ 例 え ば 後 述 の 鞘 状 部 ４ ｍ ） と 、
前 記 設 定 状 態 で 前 記 容 器 に 保 持 さ れ る 被 保 持 部 （ 例 え ば 後 述 の 被 係 合 部 ４ ｊ ） と 、
前 記 設 定 状 態 で 前 記 流 出 口 を 外 部 空 間 に 連 通 さ せ る た め の 空 間 域 （ 例 え ば 後 述 の 溝 状 部 ４
ｎ お よ び 第 １ の 縦 ス リ ッ ト 状 部 ４ ｐ ） と 、 を 備 え て い る 、
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こ と を 特 徴 と す る 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具
（ ３ ） 上 記 （ ２ ） に お い て 、
前 記 外 側 部 材 は 、 前 記 底 部 （ 例 え ば 後 述 の 容 器 本 体 １ の 底 部 １ ｂ ） の 縁 部 分 と 嵌 合 す る 環
状 部 材 で あ り 、
前 記 内 側 部 材 は 、 前 記 押 圧 駆 動 部 お よ び 前 記 空 間 域 を 有 し て 前 記 設 定 状 態 で は 前 記 ス テ ム
の 流 出 口 側 に 被 さ る 形 と な る 、 鞘 状 部 分 （ 例 え ば 後 述 の 鞘 状 部 ４ ｍ ） を 備 え て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 か ら な る 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 お よ び 、 こ の 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用
治 具 を 備 え た エ ア ゾ ー ル 式 製 品 を 本 発 明 の 対 象 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う に 、 使 用 時 に は エ ア ゾ ー ル 式 製 品 の 容 器 底 部 側 か ら 取 り 外 さ れ る 連
続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 を 、 容 器 底 部 側 と の 係 合 機 能 を 備 え た 外 側 部 材 と 、 こ れ に 分 離 可
能 な 形 で 一 体 化 し て ス テ ム に 対 す る 作 動 モ ー ド 対 応 位 置 へ の 保 持 機 能 を 備 え た 内 側 部 材 と
で 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の た め 、 容 器 底 部 側 に 一 体 化 さ れ た 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 を 連 続 作 動 モ ー ド の 所
定 位 置 に 保 持 す る ま で の 利 用 者 の 操 作 手 順 が 増 え る 、 す な わ ち 容 器 底 部 側 か ら 取 り 外 し た
治 具 の 内 側 部 材 を 外 側 部 材 か ら 分 離 す る と い っ た 手 順 が 追 加 さ れ る こ と に な り 、 不 注 意 や
悪 戯 な ど に と も な う エ ア ゾ ー ル 式 製 品 の 不 用 意 な ガ ス 抜 き モ ー ド へ の 移 行 を 防 止 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ 乃 至 図 ４ を 用 い て 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ れ ま で も 繰 り 返 し 述 べ た よ う に 、 本 発 明 は 、 ガ ス 抜 き や 内 容 物 連 続 噴 射 と い っ た 連 続
作 動 モ ー ド の 設 定 機 構 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 機 構 が ガ ス 抜 き ま た は 内 容 物 連 続 噴 射 の 何 れ の 状 態 で 使 用 さ れ
て い る か と い う こ と は 、 い わ ば 利 用 者 の 意 識 の 違 い に す ぎ ず 、 当 該 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 機
構 の 動 作 メ カ ニ ズ ム 自 体 は い ず れ の 使 用 状 態 で も 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 の 説 明 で は 単 な る 説 明 の 便 宜 上 、 ガ ス 抜 き モ ー ド に 設 定 す る 場 合 を 前 提 と し 、 必 要
に 応 じ て ガ ス 抜 き モ ー ド 設 定 用 （ 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 ） 治 具 を 単 に 「 治 具 」 と い う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 以 下 の 「 （ 噴 射 用 ） ガ ス 」 ， 「 ガ ス 抜 き 」 の 用 語 を そ れ ぞ れ 「 内 容 物 」 ， 「 内 容
物 連 続 噴 射 」 に 置 き 換 え て も 個 々 の 説 明 内 容 の 妥 当 性 が 担 保 さ れ る の は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、
図 １ は 、 容 器 底 部 側 に 取 り 付 け ら れ た 治 具 （ そ の １ ） な ど を 示 す も の で 、 (a)は 容 器 底 部
側 お よ び 治 具 の 断 面 図 、 (b)は 治 具 の 底 面 図 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
図 ２ は 、 図 １ の 治 具 の 斜 視 状 態 （ 一 部 断 面 ） を 示 し 、
図 ３ は 、 図 １ の 容 器 底 部 側 か ら 取 り 外 し た 治 具 の 内 側 部 材 を 分 離 し て マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ
ッ プ に 係 合 さ せ た 状 態 を 示 し 、
図 ４ は 、 容 器 底 部 側 に 取 り 付 け ら れ た 治 具 （ そ の ２ ） な ど を 示 す も の で 、 (a)は 容 器 底 部
側 お よ び 治 具 の 断 面 図 、 (b)は 治 具 の 底 面 図 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 の ア ル フ ァ ベ ッ ト 付 き 参 照 番 号 の 構 成 要 素 （ 例 え ば 胴 部 １ ａ ） は 原 則 と し て 、 当 該
参 照 番 号 の 数 字 部 分 の 構 成 要 素 （ 例 え ば 容 器 本 体 １ ） の 一 部 で あ る こ と を 示 し て い る 。 た
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だ 、 治 具 の 内 側 部 材 お よ び そ れ の 構 成 要 素 を 示 す 参 照 番 号 ４ ｃ ， ４ ｄ ・ ・ ・ は 治 具 ５ の 場
合 に も 用 い て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 治 具 （ そ の １ ， そ の ２ ） に 関 す る 参 照 番 号 ４ ， ５ お よ び そ れ ぞ れ の ア ル フ ァ ベ ッ
ト 付 き の 参 照 番 号 の 中 、
・ ４ ， ４ ａ ， ４ ｂ ， ４ ｇ は 図 １ ～ 図 ３ の 治 具 （ そ の １ ） の み で 用 い 、
・ ５ ， ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｇ は 図 ４ の 治 具 （ そ の ２ ） の み で 用 い 、
・ そ の 他 の も の は 図 １ ～ 図 ４ の 治 具 （ そ の １ ， そ の ２ ） の 双 方 で 用 い て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ４ に お い て 、
１ は 後 述 の 内 容 物 お よ び 噴 射 用 ガ ス を 収 納 し た エ ア ゾ ー ル 式 製 品 の 容 器 本 体 ，
１ ａ は 当 該 容 器 本 体 の 胴 部 ，
１ ｂ は 当 該 胴 部 の 下 側 縁 部 分 に 巻 締 め 加 工 で 取 り 付 け ら れ た （ 容 器 本 体 の ） 底 部 ，
１ ｃ は 当 該 底 部 の 湾 曲 面 部 分 の 下 方 に 形 成 さ れ る 凹 状 空 間 域 ，
２ は 容 器 本 体 １ の 開 口 端 部 側 に 取 り 付 け ら れ た マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ ，
３ は 周 知 の バ ル ブ 機 構 （ 図 示 省 略 ） の 構 成 要 素 で あ る ス テ ム ，
４ は 容 器 本 体 １ の 胴 部 １ ａ と 底 部 １ ｂ と の 巻 締 め 部 分 の 凹 状 部 に 係 合 （ 嵌 合 ） し て い る ガ
ス 抜 き モ ー ド 設 定 用 の 治 具 （ 図 １ ～ 図 ３ 参 照 ） ，
４ ａ は 底 部 １ ｂ か ら 取 り 外 し 可 能 で あ っ て 容 器 本 体 １ の 上 記 凹 状 部 と の 係 合 （ 嵌 合 ） 機 能
を 備 え た 環 状 の 外 側 部 材 ，
４ ｂ は 当 該 外 側 部 材 の 外 縁 に 形 成 さ れ て そ の 内 周 面 部 分 に は 間 歇 的 な 複 数 の 嵌 合 用 の 突 状
部 を 持 つ 環 状 起 立 部 ，
４ ｃ は 外 側 部 材 ４ ａ か ら 分 離 可 能 で あ っ て ガ ス 抜 き モ ー ド 設 定 機 能 を 備 え た 円 板 状 の 内 側
部 材 ，
４ ｄ は 当 該 内 側 部 材 の 最 も 外 側 の 部 分 で あ っ て 外 側 部 材 ４ ａ と 略 同 一 高 さ の 面 か ら な る 環
状 の 下 段 部 ，
４ ｅ は 当 該 下 段 部 の 内 側 に 続 く 環 状 の 中 段 部 ，
４ ｆ は 当 該 中 段 部 の 内 側 に 続 く 略 円 状 の 上 段 部 ，
４ ｇ は 外 側 部 材 ４ ａ と 内 側 部 材 ４ ｃ の 下 段 部 ４ ｄ と を 接 続 す る ８ 個 の 薄 肉 状 片 部 ，
４ ｈ は 円 状 の 上 段 部 ４ ｆ の 縁 部 分 の ３ 箇 所 に 形 成 さ れ て ガ ス 抜 き モ ー ド 設 定 時 に マ ウ ン テ
ィ ン グ キ ャ ッ プ ２ の 環 状 の 外 側 下 端 部 分 に 係 合 す る 垂 下 部 ，
４ ｊ は 当 該 垂 下 部 の 下 端 側 に 形 成 さ れ て 係 合 用 の 水 平 面 部 分 と ガ イ ド 用 の テ ー パ 状 内 周 面
部 分 と か ら な る 被 係 合 部 ，
４ ｋ は 垂 下 部 ４ ｈ （ 被 係 合 部 ４ ｊ ） を 成 形 加 工 す る と き の 金 型 の 使 用 に よ っ て 当 該 垂 下 部
の 内 側 に 生 じ る 開 口 部 ，
４ ｍ は 円 状 の 上 段 部 ４ ｆ の 中 央 部 分 に 形 成 さ れ て ガ ス 抜 き モ ー ド 設 定 時 に ス テ ム ３ の 上 端
側 部 分 （ 内 容 物 の 出 力 部 分 ） を 押 圧 保 持 す る 鞘 状 部 ，
４ ｎ は 当 該 鞘 状 部 の 天 井 面 に 形 成 さ れ た ガ ス （ 内 容 物 ） 通 過 用 の 溝 状 部 ，
４ ｐ は 当 該 鞘 状 部 の （ 下 方 に い く ほ ど 外 側 に 広 が っ た テ ー パ 態 様 の ） 胴 部 分 の 当 該 溝 状 部
に 続 く ２ 箇 所 に 形 成 さ れ た 上 下 方 向 の 第 １ の 縦 ス リ ッ ト 状 部 ，
４ ｐ ’ は 当 該 胴 部 分 に お け る 当 該 第 １ の 縦 ス リ ッ ト 状 部 の 中 間 部 分 の ２ 箇 所 に 形 成 さ れ た
上 下 方 向 の 第 ２ の 縦 ス リ ッ ト 状 部 ，
４ ｑ は 鞘 状 部 ４ ｍ を 支 持 す る た め の 計 ８ 個 の 横 方 向 （ 水 平 方 向 ） の 連 結 片 部 ，
４ ｒ は 当 該 連 結 片 部 の 間 に そ れ ぞ れ 縦 ス リ ッ ト 状 部 ４ ｐ に 続 く 態 様 で 形 成 さ れ た 計 ４ 個 の
横 ス リ ッ ト 状 部 ，
４ ｓ は 当 該 連 結 片 部 の 間 に そ れ ぞ れ 縦 ス リ ッ ト 状 部 ４ ｐ か ら 独 立 し た 態 様 で 形 成 さ れ た ４
個 の 扇 状 開 口 部 ，
５ は 容 器 本 体 １ の 胴 部 １ ａ と 底 部 １ ｂ と の 巻 締 め 部 分 の 凹 状 部 に 係 合 （ 嵌 合 ） し て い る ガ
ス 抜 き モ ー ド 設 定 用 の 治 具 （ 図 ４ 参 照 ） ，
５ ａ は 底 部 １ ｂ か ら 取 り 外 し 可 能 で あ っ て 容 器 本 体 １ の 上 記 凹 状 部 と の 係 合 （ 嵌 合 ） 機 能
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を 備 え た 環 状 の 外 側 部 材 ，
５ ｂ は 当 該 外 側 部 材 の 外 縁 に 形 成 さ れ て そ の 内 周 面 部 分 に は 間 歇 的 な 複 数 の 嵌 合 用 の 突 状
部 を 持 つ 環 状 起 立 部 ，
５ ｇ は 外 側 部 材 ５ ａ と 内 側 部 材 ４ ｃ の 下 段 部 ４ ｄ と を 接 続 す る 環 状 薄 肉 部 ，
を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 図 示 し て い な い が 、 ス テ ム ３ は コ イ ル ス プ リ ン グ で 上 方 向 に 付 勢 さ れ て お り 、
ス テ ム ３ に は 操 作 ボ タ ン が 取 り 外 し 可 能 な 形 で 嵌 合 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 環 状 起 立 部 ４ ｂ ， ５ ｂ に 形 成 さ れ た 容 器 本 体 嵌 合 用 の 突 状 部 は そ れ ぞ れ 下 側 テ ー
パ 面 と 上 側 テ ー パ 面 か ら な っ て い る の で 、 治 具 ４ ， ５ を 容 器 本 体 １ に 取 り 付 け る こ と や 、
治 具 ４ ， ５ を 容 器 本 体 か ら 取 り 外 す こ と は 比 較 的 楽 に 実 行 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ム ３ や 治 具 ４ ， ５ な ど は ポ リ プ ロ ピ レ ン ， ポ リ エ チ レ ン ， ポ リ ア セ タ ー ル ， ナ イ ロ
ン ， ポ リ ブ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト な ど か ら な る プ ラ ス チ ッ ク 製 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 本 明 細 書 で 用 い る 「 容 器 」 と は 、 胴 部 １ ａ ， 底 部 １ ｂ お よ び マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ
ッ プ ２ な ど に よ っ て 形 成 さ れ る 内 容 物 収 納 用 の 内 部 空 間 を 備 え た も の の こ と で あ る 。 す な
わ ち マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ ２ も 容 器 の 構 成 要 素 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ～ 図 ３ の ガ ス 抜 き モ ー ド 設 定 用 の 治 具 ４ は 、 図 １ で 明 示 さ れ る よ う に 、 容 器 本 体 １
の 胴 部 １ ａ と 底 部 １ ｂ と の 巻 締 め 部 分 の 凹 状 部 に 係 合 （ 嵌 合 ） し て い る と き 、 当 該 治 具 の
環 状 起 立 部 ４ ｂ の 外 周 面 部 分 が 胴 部 １ ａ の 外 周 面 と い わ ゆ る 面 一 の 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 治 具 ４ の 内 側 部 材 ４ ｃ を 構 成 す る 中 段 部 ４ ｅ ， 上 段 部 ４ ｆ お よ び 鞘 状 部 ４ ｍ な ど
は 容 器 本 体 １ の 凹 状 空 間 域 １ ｃ の 内 部 に 収 納 さ れ た 形 に な っ て い る 。 す な わ ち 治 具 １ の 底
面 側 に は そ の 外 側 部 材 ４ ａ の 底 面 よ り 下 方 に 突 出 す る 部 分 が な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て こ の 治 具 ４ を 用 い て 面 と ガ ス 抜 き モ ー ド を 設 定 す る 場 合 、 利 用 者 は 、
(1)操 作 ボ タ ン （ 図 示 省 略 ） を ス テ ム か ら 取 り 外 し 、
(2)例 え ば 治 具 ４ の 環 状 起 立 部 ４ ｂ の 外 周 面 を 押 下 げ る こ と に よ り 、 当 該 治 具 と 容 器 底 部
側 と の 上 記 係 合 状 態 を 解 除 し 、
(3)こ の 解 除 後 の 治 具 ４ の 外 側 部 材 ４ ａ に 対 し 内 側 部 材 ４ ｃ を 押 圧 す る な ど し て 両 者 の 接
続 部 分 で あ る 薄 肉 状 片 部 ４ ｇ の そ れ ぞ れ を 、 い わ ば 裂 い た 形 の 切 断 状 態 に し 、
(4)こ の 切 断 後 の 内 側 部 材 ４ ｃ を 、 そ の 中 段 部 ４ ｅ か ら 上 段 部 ４ ｆ に い た る 環 状 起 立 壁 お
よ び 垂 下 部 ４ ｈ の 内 周 面 が マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ ２ の 外 側 縁 部 分 に 倣 う よ う な 態 様 で 、
ス テ ム ３ の 上 方 か ら 入 れ て い く こ と に よ り 、 当 該 内 側 部 材 の 鞘 状 部 ４ ｍ で ス テ ム ３ を 押 下
げ て （ 図 ３ 参 照 ） 、
(5)こ の 垂 下 部 ４ ｈ の 被 係 合 部 ４ ｊ を マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ ２ の 環 状 の 外 側 下 端 部 分 に
係 合 さ せ る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 上 記 (4)の プ ロ セ ス に お け る 被 係 合 部 ４ ｊ （ 垂 下 部 ４ ｈ ） は 、 そ の テ ー パ 状 の 内
周 面 部 分 と マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ ２ の 外 側 縁 部 分 と の 当 接 作 用 に よ り 自 ら の 弾 性 に 抗 す
る 形 で 外 側 へ と 変 形 し 、 当 該 内 周 面 部 分 が 当 該 外 側 縁 部 分 を 通 過 し き っ た 時 点 で 元 の 状 態
に 弾 性 復 帰 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 こ の 弾 性 復 帰 に よ り 垂 下 部 ４ ｈ の 被 係 合 部 ４ ｊ が マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ ２ に
係 合 す る 。 す な わ ち ガ ス 抜 き モ ー ド に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の と き の ス テ ム ３ は 、 鞘 状 部 ４ ｍ の 押 圧 作 用 に よ り 、 作 動 モ ー ド 対 応 位 置 （ ＝ ス テ ム
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３ と 一 体 の 操 作 ボ タ ン を 押 下 げ て 作 動 モ ー ド に 設 定 し た と き と 略 同 じ 位 置 ） ま で 下 動 し て
い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 移 動 の 結 果 、 ス テ ム ３ の 周 知 の バ ル ブ 機 構 （ 図 示 省 略 ） が 「 開 」 と な り 、 容 器 内 部
の ガ ス な ど は ス テ ム 内 部 を 通 っ て そ の 先 端 側 出 口 か ら 流 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 流 出 ガ ス な ど は 、 鞘 状 部 （ 天 井 面 ） ４ ｍ の 溝 状 部 ４ ｎ お よ び こ れ に 続 く 方 の 縦 ス リ
ッ ト 状 部 ４ ｐ を 介 し て 外 部 空 間 に 噴 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 ス テ ム ３ と 鞘 状 部 ４ ｍ と の 関 係 を 、 垂 下 部 ４ ｈ の 被 係 合 部 ４ ｊ が マ ウ ン テ ィ ン グ
キ ャ ッ プ ２ に 係 合 し た ガ ス 抜 き モ ー ド に お い て ス テ ム ３ の 先 端 側 出 口 が 鞘 状 部 ４ ｍ の 天 井
面 か ら 離 れ る よ う な 形 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 場 合 、 ス テ ム 内 部 を 通 っ て そ の 先 端 側 出 口 か ら 流 出 す る ガ ス な ど は 縦 ス リ ッ ト 状 部
４ ｐ ， ４ ｐ ’ の 双 方 か ら 外 部 空 間 に 噴 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 鞘 状 部 ４ ｍ は 、 い わ ば そ の 周 り に 間 歇 的 に 形 成 さ れ た （ 弾 性 を 有 す る ） 多 く の 連 結
片 部 ４ ｑ に よ り 支 持 さ れ て い る の で 、 例 え ば ス テ ム ３ の 作 動 モ ー ド 対 応 位 置 に お け る そ の
先 端 側 出 口 が 鞘 状 部 ４ ｍ の 天 井 面 よ り も い く ら か 高 く な る 製 品 の 場 合 に も 、 当 該 天 井 面 が
持 上 げ ら れ る よ う な 形 で ガ ス 抜 き モ ー ド を 設 定 す る 、 す な わ ち 当 該 製 品 の 内 側 部 材 ４ ｃ の
垂 下 部 ４ ｈ （ 被 係 合 部 ４ ｊ ） を マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ ２ の 環 状 の 外 側 下 端 部 分 に 係 合 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ４ の ガ ス 抜 き モ ー ド 設 定 用 の 治 具 ５ と 図 １ ～ 図 ３ の 治 具 ４ と の 相 違 点 は 、
(11)容 器 底 部 側 に 取 り 付 け ら れ た 治 具 ５ の 環 状 起 立 部 ５ ｂ の 外 周 面 部 分 が 容 器 胴 部 １ ａ の
外 周 面 よ り も 外 側 に 位 置 し て い る （ 治 具 ４ の 場 合 は そ の 環 状 起 立 部 ４ ｂ の 外 周 面 部 分 と 容
器 胴 部 １ ａ の 外 周 面 と が 面 一 の 状 態 に な っ て い る ） 、
(12)治 具 ５ の 外 側 部 材 ５ ａ と 内 側 部 材 ４ と が 環 状 薄 肉 部 ５ ｇ で 接 続 さ れ て い る （ 治 具 ４ の
場 合 は 飛 び 飛 び に 形 成 さ れ た 薄 肉 状 片 部 ４ ｇ で 接 続 さ れ て い る ） ，
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 治 具 ５ の こ れ ら 以 外 の 内 側 部 材 ４ の 形 状 な ど は 治 具 ４ の そ れ と 同 じ に な っ て い る 。 し た
が っ て 、 容 器 底 部 側 か ら 取 り 外 し た 治 具 ５ の 内 側 部 材 ４ を マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ ２ の 環
状 の 外 側 下 端 部 分 に 係 合 （ 嵌 合 ） さ せ る と き の 操 作 手 順 ， 係 合 動 作 も 治 具 ４ の 場 合 と 同 様
で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 た だ 、 容 器 本 体 １ に 係 合 （ 嵌 合 ） し て い る 図 ４ の 治 具 ５ を 容 器 本 体 か ら 取 り 外 す 際 に は
、 環 状 起 立 部 ５ ｂ の 上 端 部 分 を い わ ば 取 っ 掛 か り に し て 治 具 を 下 方 に 押 下 げ る こ と が で き
る の で 、 取 り 外 し 作 業 が 比 較 的 簡 単 な も の と な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ガ ス 抜 き モ ー ド に 設 定 し た 内 側 部 材 ４ ｃ を そ の 係 合 相 手 の マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ ２ か
ら 取 り 外 す に は 、 例 え ば 開 口 部 ４ ｋ に 所 定 の 治 具 （ 工 具 ） な ど を 入 れ て 垂 下 部 ４ ｈ を 外 側
に 押 し や る こ と に よ り 被 係 合 部 ４ ｊ の 係 合 状 態 を 解 除 し な が ら 当 該 内 側 部 材 を 上 方 に 持 上
げ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 容 器 本 体 １ か ら 取 り 外 し た 治 具 ４ ， ５ の 全 体 を 把 持 す る な ど し た 状 態 で 、 す な わ
ち 内 側 部 材 ４ ｃ を 外 側 部 材 ４ ａ ， ５ ａ か ら 分 離 す る こ と な し に マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ ２
に 取 り 付 け よ う と し て も 、 こ の 内 側 部 材 と 外 側 部 材 と の 接 続 態 様 （ 薄 肉 状 片 部 ４ ｇ ， 環 状
の 薄 肉 部 ５ ｇ ） が 強 固 で な い た め 、 当 該 治 具 の 内 側 部 材 ４ ｃ （ 被 係 合 部 ４ ｊ ） を 正 し く マ
ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ ２ に 係 合 （ 嵌 合 ） さ せ る の は 簡 単 で な い 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 が 、 図 １ ～ 図 ４ に 係 る ガ ス 抜 き モ ー ド 設 定 用 治 具 （ 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 ）
に 限 定 さ れ な い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 の 基 本 的 特 徴 は 、 不 使 用 時 に は 容 器 底 部 側 に 取 り 付 け ら れ て 、 使 用 時 に は 容 器 底
部 側 か ら 外 し て ス テ ム 側 に セ ッ ト さ れ る こ と に よ り ス テ ム を 作 動 モ ー ド 対 応 位 置 に 移 動 さ
せ て そ の 状 態 を 保 持 す る 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 を 、 容 器 底 部 側 と の 係 合 機 能 を 備 え た
外 側 部 材 お よ び 、 こ れ と は 分 離 可 能 で あ っ て 当 該 保 持 の た め の 例 え ば マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ
ッ プ と の 係 合 機 能 や ス テ ム 流 出 口 と 外 部 空 間 と の 連 通 機 能 を 備 え た 内 側 部 材 で 構 成 し た こ
と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 は 、 操 作 ボ タ ン を 取 り 外 し た 状 態 の ス テ ム を 作 動 モ ー ド 対 応 位 置 に 移
動 さ せ て 保 持 す る た め の 連 続 作 動 モ ー ド 設 定 用 治 具 を 対 象 と す る も の で あ り 、 上 下 動 タ イ
プ の 他 、 傾 動 タ イ プ の 操 作 ボ タ ン な ど に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 内 側 部 材 ４ ｃ を 外 側 部 材 ４ ａ ， ５ ａ か ら 分 離 し や す く す る た め 、 利 用 者 が 指 な ど
を 引 っ 掛 け る こ と が で き る 開 口 部 を 双 方 の 部 材 の 境 界 部 分 （ 接 続 部 ） な ど に 形 成 し て も よ
い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 が 適 用 さ れ る エ ア ゾ ー ル 式 製 品 と し て は 、 洗 浄 剤 ， 清 掃 剤 ， 制 汗 剤 ， 冷 却 剤 ， 筋
肉 消 炎 剤 ， ヘ ア ス タ イ リ ン グ 剤 ， ヘ ア ト リ ー ト メ ン ト 剤 ， 染 毛 剤 ， 育 毛 剤 ， 化 粧 品 ， シ ェ
ー ビ ン グ フ ォ ー ム ， 食 品 ， 液 滴 状 の も の （ ビ タ ミ ン な ど ） ， 医 薬 品 ， 医 薬 部 外 品 ， 塗 料 ，
園 芸 用 剤 ， 忌 避 剤 （ 殺 虫 剤 ） ， ク リ ー ナ ー ， 消 臭 剤 ， 洗 濯 の り ， ウ レ タ ン フ ォ ー ム ， 消 火
器 ， 接 着 剤 ， 潤 滑 剤 な ど の 各 種 用 途 の も の が あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 容 器 本 体 に 収 納 す る 内 容 物 は 、 例 え ば 、 粉 状 物 ， 油 成 分 ， ア ル コ ー ル 類 ， 界 面 活 性 剤 ，
高 分 子 化 合 物 ， 各 用 途 に 応 じ た 有 効 成 分 な ど で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 粉 状 物 と し て は 、 金 属 塩 類 粉 末 ， 無 機 物 粉 末 や 樹 脂 粉 末 な ど を 用 い る 。 例 え ば 、 タ ル ク
， カ オ リ ン ， ア ル ミ ニ ウ ム ヒ ド ロ キ シ ク ロ ラ イ ド （ ア ル ミ 塩 ） ， ア ル ギ ン 酸 カ ル シ ウ ム ，
金 粉 ， 銀 粉 ， 雲 母 ， 炭 酸 塩 ， 硫 酸 バ リ ウ ム ， セ ル ロ ー ス ， こ れ ら の 混 合 物 な ど を 用 い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 油 成 分 と し て は 、 シ リ コ ー ン 油 ， パ ー ム 油 ， ユ ー カ リ 油 ， ツ バ キ 油 ， オ リ ー ブ 油 ， ホ ホ
バ 油 ， パ ラ フ ィ ン 油 ， ミ リ ス チ ン 酸 ， パ ル ミ チ ン 酸 ， ス テ ア リ ン 酸 ， リ ノ ー ル 酸 ， リ ノ レ
ン 酸 な ど を 用 い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ア ル コ ー ル 類 と し て は 、 エ タ ノ ー ル な ど の １ 価 の 低 級 ア ル コ ー ル ， ラ ウ リ ル ア ル コ ー ル
な ど の １ 価 の 高 級 ア ル コ ー ル ， エ チ レ ン グ リ コ ー ル な ど の 多 価 ア ル コ ー ル な ど を 用 い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 界 面 活 性 剤 と し て は 、 ラ ウ リ ル 硫 酸 ナ ト リ ウ ム な ど の ア ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 、 ポ リ オ キ
シ エ チ レ ン オ レ イ ル エ ー テ ル な ど の 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 、 ラ ウ リ ル ジ メ チ ル ア ミ ノ 酢 酸
ベ タ イ ン な ど の 両 性 界 面 活 性 剤 、 塩 化 ア ル キ ル ト リ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム な ど の カ チ オ ン 性
界 面 活 性 剤 な ど を 用 い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 高 分 子 化 合 物 と し て は 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス ， ゼ ラ チ ン ， デ ン プ ン ， カ ゼ イ ン な ど を 用 い
る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 各 用 途 に 応 じ た 有 効 成 分 と し て は 、 サ リ チ ル 酸 メ チ ル ， イ ン ド メ タ シ ン な ど の 消 炎 鎮 痛
剤 、 安 息 香 酸 ナ ト リ ウ ム ， ク レ ゾ ー ル な ど の 除 菌 剤 、 ヒ レ ス ロ イ ド ， ジ エ チ ル ト ル ア ミ ド
な ど の 害 虫 忌 避 剤 、 酸 化 亜 鉛 な ど の 制 汗 剤 、 カ ン フ ル ， メ ン ト ー ル な ど の 清 涼 剤 、 エ フ ェ
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ド リ ン ， ア ド レ ナ リ ン な ど の 抗 喘 息 薬 、 ス ク ラ ロ ー ス ， ア ス パ ル テ ー ム な ど の 甘 味 料 、 エ
ポ キ シ 樹 脂 ， ウ レ タ ン な ど の 接 着 剤 や 塗 料 、 パ ラ フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン ， ア ミ ノ フ ェ ノ ー ル
な ど の 染 料 ， リ ン 酸 二 水 素 ア ン モ ニ ウ ム ， 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム ・ カ リ ウ ム な ど の 消 火 剤 な
ど を 用 い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 さ ら に 、 上 記 内 容 物 以 外 の 、 懸 濁 剤 ， 紫 外 線 吸 収 剤 ， 乳 化 剤 ， 保 湿 剤 ， 酸 化 防 止 剤 、 金
属 イ オ ン 封 鎖 剤 な ど も 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 エ ア ゾ ー ル 式 製 品 に お け る 内 容 物 噴 射 用 ガ ス と し て は 、 炭 酸 ガ ス ， 窒 素 ガ ス ， 圧 縮 空 気
， 酸 素 ガ ス ， 希 ガ ス ， こ れ ら の 混 合 ガ ス な ど の 圧 縮 ガ ス や 、 液 化 石 油 ガ ス ， ジ メ チ ル エ ー
テ ル ， フ ロ ロ カ ー ボ ン な ど の 液 化 ガ ス を 用 い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 図 １ 】 容 器 底 部 側 に 取 り 付 け ら れ た 治 具 （ そ の １ ） な ど を 示 す 説 明 図 で あ り 、 (a)は 容
器 底 部 側 お よ び 治 具 の 断 面 図 、 (b)は 治 具 の 底 面 図 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 治 具 の 斜 視 状 態 （ 一 部 断 面 ） を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 容 器 底 部 側 か ら 取 り 外 し た 治 具 の 内 側 部 材 を 分 離 し て マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ
ッ プ に 係 合 さ せ た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 容 器 底 部 側 に 取 り 付 け ら れ た 治 具 （ そ の ２ ） な ど を 示 す 説 明 図 で あ り 、 (a)は 容
器 底 部 側 お よ び 治 具 の 断 面 図 、 (b)は 治 具 の 底 面 図 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
１ ： エ ア ゾ ー ル 式 製 品 の 容 器 本 体
１ ａ ： 容 器 本 体 の 胴 部
１ ｂ ： 容 器 本 体 の 底 部
１ ｃ ： 凹 状 空 間 域
２ ： マ ウ ン テ ィ ン グ キ ャ ッ プ
３ ： ス テ ム
４ ： ガ ス 抜 き モ ー ド 設 定 用 の 治 具 （ 図 １ ～ 図 ３ 参 照 ）
４ ａ ： 環 状 の 外 側 部 材
４ ｂ ： 環 状 起 立 部
４ ｃ ： 円 板 状 の 内 側 部 材
４ ｄ ： 環 状 の 下 段 部
４ ｅ ： 環 状 の 中 段 部
４ ｆ ： 略 円 状 の 上 段 部
４ ｇ ： 薄 肉 状 片 部
４ ｈ ： 垂 下 部
４ ｊ ： 被 係 合 部
４ ｋ ： 開 口 部
４ ｍ ： 鞘 状 部
４ ｎ ： ガ ス （ 内 容 物 ） 通 過 用 の 溝 状 部
４ ｐ ： 当 該 溝 状 部 に 続 く 第 １ の 縦 ス リ ッ ト 状 部
４ ｐ ’ ： 縦 ス リ ッ ト 状 部 ４ ｐ の 中 間 部 分 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 縦 ス リ ッ ト 状 部
４ ｑ ： 計 ８ 個 の 横 方 向 （ 水 平 方 向 ） の 連 結 片 部
４ ｒ ： 横 ス リ ッ ト 状 部
４ ｓ ： 扇 状 開 口 部
５ ： ガ ス 抜 き モ ー ド 設 定 用 の 治 具 （ 図 ４ 参 照 ）
５ ａ ： 環 状 の 外 側 部 材
５ ｂ ： 環 状 起 立 部
５ ｇ ： 環 状 薄 肉 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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